
　

ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
と
は
、
も
と

も
と
写
真
の
技
術
が
な
い
時
代
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
植
物
の
研
究
の
た
め

に
描
か
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
細
密

で
美
し
い
絵
は
芸
術
の
一
分
野
と
し

て
発
展
し
、
現
在
は
生
涯
学
習
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
多
く
の
人
に
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
植
物
本
来
の
姿
を
精

密
に
再
現
し
た
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
期
日　

11
月
27
日
（
木
）
～

　

12
月
10
日
（
水
）

■
会
場　

豊
科
郷
土
博
物
館

　

１
階
展
示
室

■
開
館
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
（
入
館
は
4
時
30
分
ま
で
）

■
入
館
料　

大
人
１
０
０
（
80
）
円

　
　
　
　
　

小
中
生　

50
（
40
）
円

　
（　

）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

問
豊
科
郷
土
博
物
館

　
（

 

72
・
５
６
７
２
）
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『
あ
き
ら
め
な
い
で･･･

「
育
て
直

し
」「
育
ち
直
り
」
～
乳
幼
児
体
験

の
大
切
さ
～
』

　

安
曇
野
市
家
庭
教
育
推
進
会
議
で

は
、
子
育
て
中
の
保
護
者
や
子
育
て

に
携
わ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
を
対
象
に

４
回
シ
リ
ー
ズ
で
講
演
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。（
第
１
・
２
回
は
終
了
）

　

第
３
回
目
は
小
学
校
低
学
年
の
保

護
者
向
け
で
す
。
子
育
て
中
の
保
護

者
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
な
た
で
も
気
軽

に
参
加
で
き
ま
す
。
乳
幼
児
期
の
体

験
は
人
と
し
て
の
基
礎
体
験
で
す
。

「
今
」
か
ら
で
も
遅
く
な
い
！

「
今
」
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

12
月
14
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
正
午

■
場
所　

豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

■
講
師　

角か
く
た田 

春は
る
た
か高
さ
ん

（
愛
知
学
泉
短
期
大
学
幼
児
教
育

学
科
教
授
・
臨
床
心
理
士
）

■
参
加
料　

無
料

　

託
児
あ
り
ま
す
。
12
月
5
日（
金
）

ま
で
に
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
第
４
回
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日

　

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
社
会
教
育
課
子
ど
も
支
援
係

　
（
62・４
５
６
５ 

62・３
５
２
５
）

豊
科
郷
土
博
物
館
友
の
会

ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
展

家
庭
教
育

ひ
ま
わ
り
講
座
講
演
会

　

市
で
は
、
平
成
20
年
度
中
に
「
安

曇
野
市
食
育
推
進
計
画
」
の
策
定
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
基
本
的
な
食
生
活
を
身
に
つ
け
、

健
康
で
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む

こ
と
を
目
的
に
家
庭
・
保
育
園
・
幼

稚
園
・
学
校
・
地
域
・
行
政
・
関
係

機
関
な
ど
が
連
携
を
図
り
、
食
育
を

推
進
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

来
年
4
月
の
施
行
に
向
け
、
本
年

6
月
か
ら
学
識
経
験
者
・
食
育
の
推

進
に
関
係
す
る
団
体
の
役
員
ま
た
は

職
員
・
公
募
に
よ
る
市
民
な
ど
15
人

に
よ
る
「
食
育
推
進
会
議
」
で
協
議

し
、
11
月
末
に
素
案
が
で
き
る
予
定

で
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
素
案
に
対
し
、
広

く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
求
め

る
た
め
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
計

画
素
案
に
対
し
て
の
意
見
提
案
）
を

12
月
10
日
（
水
）
～
平
成
21
年
1
月

15
日
（
木
）
ま
で
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
計
画
の
資
料
と
す
る
た

め
に
本
年
6
月
に
実
施
し
た
「
安
曇

野
市
食
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果

も
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

計
画
素
案
の
公
表
方
法

　

12
月
初
旬
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

次
の
場
所
に
設
置
し
公
表
し
ま
す
。

①
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

健
康
推
進
課
窓
口

②
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口

③
各
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口

④
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

「
く
る
り
ん
広
場
」

募
集
対
象

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
・
勤
務

す
る
人
・
通
学
す
る
人
・
市
内
で
事

業
、
活
動
を
行
う
個
人
や
団
体

提
出
方
法

　

次
の
方
法
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

①
電
子
メ
ー
ル　

kenkousuishin@
city.azum

ino.
nagano.jp

②
フ
ァ
ク
ス　

℡
81
・
０
７
０
３

③
郵
送　

あ
て
先

〒
３
９
９
‐
８
３
０
３

　

安
曇
野
市
穂
高
９
１
８
１
番
地　

安
曇
野
市
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

健
康
推
進
課
保
健
予
防
係　

あ
て

④
直
接
持
参
す
る
場
合
は
、公
表
場

所
の
①
②
③
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

提
出
様
式

　

様
式
は
自
由
。
意
見
な
ど
を
提
出

す
る
際
に
は
、必
ず
住
所
、氏
名
（
団

体
名
）、
電
話
番
号
を
必
ず
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。
記
入
漏
れ
や
電
話
、

口
頭
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

ご
意
見
等
の
取
り
扱
い

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等

は
、
後
日
、
市
の
考
え
方
を
整
理
し

た
後
、
募
集
結
果
と
し
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
公
表
し
ま
す
。（
個
人
情

報
は
除
き
ま
す
）
な
お
、
個
々
の
ご

意
見
に
対
し
て
は
直
接
の
回
答
は
で

き
ま
せ
ん
。

問
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

　

健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

　
（
81・０
７
２
６ 
81・０
７
０
３
）

62008.11.19　広報あづみの

食
育
推
進
計
画

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

報　告 （財）長野県市町村振興協会の助成で備品を整備

助成で整備したテント

　堀金地域の小田多井区では、サマージャンボ宝くじの収益

を財源とする（財）長野県市町村振興協会のコミュニティ助

成事業によって、区の活動に使用するテント、発電機、照明

器具、音響設備、物置、ＡＶ機器を整備しました。

　なお、この事業は、コミュニティの健全な発展と宝くじの

普及広報のために行われています。

7 広報あづみの　2008.11.19


